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「 Ｊ Ｔ Ａ 震 災 孤 児 チ ャ リ テ ィ ー Ｔ シ ャ ツ ２ ０ １ １ 」 の お 知 ら せ

平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 ２ １ 日

日 本 テ コ ン ド ー 協 会

理 事 長 河 明 生

日 本 跆 拳 道 協 会 ( )は 、 第 ２ ２ 回 全 日 本 フ ル コ ン タ ク ト テ コ ン ド ー 選 手 権 大 会 をJTA
開 催 す る に あ た り 、 東 日 本 大 震 災 ・ 大 津 波 に よ っ て 親 を 亡 く さ れ た 震 災 孤 児 、

と く に 原 発 事 故 と い う 二 重 の 被 害 を 受 け た 福 島 の 震 災 孤 児 が 入 園 す る 児 童 養 護 施 設 に 対 し

微 力 な が ら 支 援 す る こ と を 目 的 と し た 「 Ｊ Ｔ Ａ 震 災 孤 児 チ ャ リ テ ィ ー Ｔ シ ャ ツ ２ ０ １ １ 」

を 企 画 し ま し た 。

Ｔ シ ャ ツ の 価 格 か ら 経 費 を 差 し 引 い た 全 額 を 福 島 県 の 児 童 養 護 施 設 に 寄 付 し ま す 。

ご 協 力 の 程 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

記

品 名 Ｊ Ｔ Ａ 震 災 孤 児 チ ャ リ テ ィ ー Ｔ シ ャ ツ ２ ０ １ １

デ ザ イ ン （ 背 中 ）
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価 格 （ 税 込 み ） 注 文 方 法 は 最 下 段 を ご 覧 下 さ い 。３ １ ５ ０ 円 ＊

福 島 県 の 児 童 養 護 施 設寄付 先

上 記 価 格 か ら 経 費 を 除 い た 全 額 を 児 童 養 護 施 設 に 寄 付 し ま す 。

黒色

材 質 棉 １ ０ ０ ％ （ 練 習 等 で 破 れ な い 厚 手 の 丈 夫 な 材 質 。 中 国 製 ）

サ イ ズ の ３ サ イ ズＬ Ｌ 、 Ｌ 、 Ｍ

販売 業 者 （ 株 ） マ ス テ ッ ク

デ ザ イ ン の 由 来 （ 二 頭 の 龍 等 ） デ ザ イ ン ＆ 文 責 ・ 河 明 生

① 古 来 か ら 龍 （ 竜 ） は 、 超 自 然 的 か つ 神 秘 的 な 神 獣 と 位 置 づ け ら れ て き た 。

ゆ え に 龍 に 連 な る 伝 説 ・ 伝 承 は 、 戦 乱 の 世 を 救 う 救 世 主 を 地 上 ＝ 人 間 社 会 に つ か わ す

天 意 （ 天 の 意 思 ） と み な す も の が 多 い 。

例 え ば 、 仏 教 の 始 祖 ・ 釈 迦 （ し ゃ か ） の 生 誕 後 、 成 道 ま で の 七 日 間 、

二 頭 の 龍 が 釈 迦 を 守 護 し た と 伝 承 さ れ て い る 。

共 産 主 義 を 標 榜 し た ソ 連 崩 壊 に よ る 東 西 冷 戦 終 結 後 の 世 界 は 、

平 和 と は 逆 行 し 、 キ リ ス ト 教 、 イ ス ラ ム 教 、 ユ ダ ヤ 教 等 の 一 神 教 を 信 じ る 人 々 達 の

果 て し な い 争 い が 顕 在 化 し た 観 が あ る 。

他 方 、 仏 教 は 多 神 教 で あ り 、 他 の 宗 教 に 対 し て 相 対 的 に 寛 容 で あ る 。

上 記 の 他 の 宗 教 を も 尊 重 す る と い う 寛 容 な 心 こ そ が 、 平 和 の 礎 に な る と 考 え る 。

「 Ｊ Ｔ Ａ 震 災 孤 児 チ ャ リ テ ィ ー Ｔ シ ャ ツ ２ ０ １ １ 」 の デ ザ イ ン は 、

他 の 宗 教 に 寛 容 な 仏 教 の 始 祖 ・ 釈 迦 を 守 護 し た 二 頭 の 龍 の 伝 説 を 参 考 に 選 定 し た 。

② 世 界 最 大 の 民 族 集 団 ＝ 漢 民 族 （ 現 中 国 人 の 最 大 多 数 派 ） や 漢 字 等 の 由 来 と な っ た の は

古 代 中 国 の 統 一 王 朝 ・ 漢 （ 紀 元 前 ２ ０ ２ 年 ） で あ り 、 初 代 皇 帝 は 高 祖 ・ 劉 邦 で あ る 。

劉 邦 は 顔 が 長 く 、 鼻 が 突 き 出 て お り 、 立 派 な 髭 を 蓄 え て い た 。

そ の 容 姿 が 当 時 の 人 々 が イ メ ー ジ し て い た 龍 （ 竜 ） に 似 て い た た め 、

「 竜 顔 」 と 尊 称 さ れ る よ う に な り 、 皇 帝 の 姿 は 「 竜 影 」 と 畏 敬 さ れ る よ う に な っ た 。

以 来 、 龍 、 と り わ け 黄 金 （ 黄 色 ） の 龍 は 、 皇 帝 の 権 威 の 象 徴 と さ れ た 。

や が て 皇 帝 や 王 の 子 孫 （ 男 ） の 名 に 「 龍 」 の 一 字 を 冠 す る こ と に な る 。
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王 朝 の 未 来 永 劫 の 繁 栄 に 寄 与 す る 優 れ た 王 族 に な る こ と を 祈 願 し て の こ と で あ ろ う 。

こ れ が 絶 対 王 制 崩 壊 後 の 漢 字 圏 諸 国 の 一 般 庶 民 に 波 及 し 、

親 が 自 分 の 子 供 の 名 に 「 龍 （ 竜 」 の 一 字 を 冠 す る 風 習 に つ な が っ た と 思 わ れ る 。）

こ れ は 我 が 子 の 成 長 、 開 運 、 上 昇 、 出 世 、 飛 躍 、 繁 栄 、 発 展 等 を 願 う も の で あ る 。

つ ま り 龍 は 、 自 己 実 現 を 祈 願 す る 「 幸 運 獣 ＜ 河 造 語 ＞ 」 と 言 え る 。

上 記 を 現 実 に 可 能 と す る 基 礎 的 な 心 性 を 現 代 で は 「 向 上 心 」 と 呼 ぶ 。

「 向 上 心 」 は 、 Ｊ Ｔ Ａ が 門 人 に 奨 励 し て い る 重 要 な 心 性 で あ り 、

「 向 上 心 」 な く し て 拡 大 傾 向 に あ る 格 差 社 会 に お い て 幸 せ を つ か む こ と は で き な い 、

と 考 え て い る 。

二 頭 の 龍 が Ｊ Ｔ Ａ の 協 会 マ ー ク を 囲 む 本 Ｔ シ ャ ツ は 、

「 」 。門 人 諸 氏 が 幸 せ に な る た め 着 用 時 に 向 上 心 を 喚 起 し て 頂 き た い と す る 含 意 で あ る

、 （ 、 ）③ 二 頭 の 龍 は 岡 本 亀 太 郎 本 店 広 島 県 福 山 市 鞆 町 鞆 ９ ２ ７ － １ www.honke-houmeishu.com

に 伝 わ る 「 保 命 酒 龍 （ １ ６ ５ ９ 年 頃 作 成 」 が 原 型 で あ る 。）

保 命 酒 は 、 幕 末 の 黒 船 ・ 米 国 艦 隊 の 提 督 ペ リ ー に 徳 川 幕 府 か ら 献 上 さ れ た 日 本 最 高 の

薬 酒 で あ っ た （ 養 命 酒 の 原 型 と 言 わ れ て い る ）

同 社 の 専 務 ・ 岡 本 良 和 氏 は 、 私 ・ 河 の 趣 旨 に 賛 同 し 、 無 償 使 用 を 許 諾 し た 。

そ の 上 で 龍 の み を 抜 粋 し 、 ３ ５ ０ 年 の 歳 月 の 中 で は が れ た 黄 金 龍 の 着 色 を 施 し 、

龍 の 胴 の ラ イ ン を 美 し く す る 等 の 加 工 を 施 し た （ 深 澤 直 之 氏 の 技 術 に よ る 。）

後 段 の マ ー ク は 岡 本 家 の 家 紋 で あ り 、

無 償 使 用 許 諾 に 対 す る 感 謝 の 意 を 込 め て 私 ・ 河 の 希 望 に よ り 掲 載 し た 。

注 文 方 法 （ Ｊ Ｔ Ａ 会 員 以 外 の 方 も 購 入 可 能 で す ）

。第 ２ ２ 回 全 日 本 Ｆ Ｔ 大 会 が 開 催 さ れ る 後 楽 園 ホ ー ル ・ ロ ビ ー で も 現 金 販 売 し て お り ま す

１ ， 振 込 先
下 記 の ゆ う ち ょ 口 座 に 代 金 を 振 り 込 ん で 下 さ い 。

少 し で も 多 く の 寄 付 金 を 募 る た め 振 り 込 み 手 数 料 は 購 入 者 負 担 で お 願 い し ま す 。

ゆ う ち ょ 口 座 名 義 Ｉ Ｔ Ａ

ゆ う ち ょ （ 旧 郵 便 ） 振 替 口 座 ０ ０ １ ３ ０ － ４ － ６ ６ １ ０ ３ ３

２ ， Ｊ Ｔ Ａ 現 役 会 員 が 購 入 す る 場 合 の 備 考 欄 記 入 （ サ イ ズ 、 枚 数 、 所 属 ）
個 人 で 注 文 し て も 団 体 で 注 文 し て も 構 い ま せ ん 。
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た だ し 、 Ｊ Ｔ Ａ 現 役 会 員 へ の お 渡 し は 、 送 料 経 費 を 節 約 す る こ と に よ り 、

少 し で も 寄 付 金 額 を 多 く し た い の で 所 属 ク ラ ブ ・ 同 好 会 長 を 通 じ て 行 い ま す 。

振 り 込 み 用 紙 の 通 信 欄 に 必 ず 下 記 を 記 入 し て 下 さ い 。

① サ イ ズ

② 枚 数

③ Ｊ Ｔ Ａ 所 属 ク ラ ブ 名

個 人 購 入 手 続 き 通 信 欄 記 入 例

Ｌ、 １ 枚 、 東 京 城 南 Ｔ Ｃ

団 体 購 入 手 続 き 通 信 欄 記 入 例

Ｍ１ 枚 、 Ｌ ３ 枚 、 Ｌ Ｌ ２ 枚 、 東 京 城 南 Ｔ Ｃ
注 意 振 り 込 み 金 額 は 枚 数 ＊ ３ １ ５ ０ 円 で す 。

３ ， 一 般 の 方 の 購 入 （ Ｊ Ｔ Ａ の Ｏ Ｂ 含 む ）
本 Ｔ シ ャ ツ は 、 一 般 の 方 で も 購 入 で き ま す 。

た だ し 、 郵 便 送 料 は ご 負 担 下 さ い

（ 送 料 は １ ０ ０ ０ 円 。 １ 枚 購 入 の 場 合 、 振 り 込 み 金 額 は 、 ４ １ ５ ０ 円 と な り ま す ）

「 ご 依 頼 人 」 欄 に は 、 必 ず 氏 名 、 住 所 、 電 話 番 号 を 記 入 し て 下 さ い 。

記 入 が な い と 送 る こ と が で き ま せ ん の で 、 寄 付 金 と し て 処 理 さ せ て 頂 き ま す 。

ま た 振 り 込 み 用 紙 の 通 信 欄 に 必 ず 下 記 を 記 入 し て 下 さ い 。

① サ イ ズ

② 枚 数

一 般 個 人 購 入 手 続 き 通 信 欄 記 入 例

Ｌ、 １ 枚

団 体 購 入 手 続 き 通 信 欄 記 入 例

Ｍ１ 枚 、 Ｌ １ 枚 、 Ｌ Ｌ １ 枚

ita@jita.jp問 い 合 わ せ 先


